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STUDY ON GRAPHICAL REPRESENTATION OF SPACE EXPERIENCE  
FOCUSING ON THE PHYSICALITY 

 
 *  ** 

 
The objective of this study is to represent the characteristic of the experience of space, such as a building or a garden, by the graphical 
expression of the schema framing the space. Particularly, we pay attention to the relations between the space and the person who 
experience there. The extracted characteristic of the experience of space would be able to be applied to new space design. And, we should 
be able to understand and explain the experience of space by the schema. This paper proposes a method of schematizing the 
characteristic of the experience of space and the schemata that are extracted from the experiences of the cozy garden sequence by using
this method. 
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を遮るものの透過性を表し（二段階），濃い太線は視線を全面的に遮

ることを，薄い太線は視線を部分的に遮ることを表す。空間体験の

際に主体が事物や空間を注目して見る時，それは主体の空間体験を

みる上で重要な要素であると見なし，その注目しているものを星印

（☆）で示す。主体が注目していた空間の中まで移行し到着した時，

主体を示す円（◯）の中に星印（☆）を入れる。主体のいる地面の

傾斜の有無は，身体動作に変化を与えるという点で空間体験の重要

な要素であると見なし，断面図中の主体の下の線の傾きによって主

体のいる面の傾斜を示す。近傍の領域・前方遠隔の領域・後方遠隔

の領域内の線の傾きによって，地面の傾斜を平坦・上り坂（右上が

り）・下り坂（右下がり）の三段階で示す。 
手順 2: 空間体験のグルーピング 

体験ナラティブに現れる単語の有無を要素とするベクトルを構成し

（体験ナラティブ中にある語が現れた場合にその語を表す要素を１

とし，現れなかった場合は０とする），個々の体験ナラティブの特徴

の抽象表現とする。本研究では，計量テキスト分析のために制作さ

れたフリーソフトウェア「KH Coder」を用いて行う。体験ナラテ

ィブに使う単語は，動詞，名詞，形容詞，副詞，形容動詞とする。

動詞は，身体の動作や状況の変化などを表すので空間体験の分析に

必要である。動詞 B（平仮名の動詞）も含める。名詞は，主体の経

験は周りの事物などを表し，空間体験に大きく影響しているので必

要である。名詞は，サ変名詞，副詞可能，名詞 B（平仮名の名詞），

名詞 C（漢字一文字の名詞）を含むが，固有名詞，組織名，人名，

地名は含めない。副詞可能は主に時相名詞なので空間体験の言葉に

必要である。 形容詞，形容動詞は，事物がもつ何らかの属性を示し

たり，事物を限定したりするので空間体験の分析には必要である。

形容詞 B（平仮名の形容詞）も同様の理由で含める。副詞は，程度

や状態を表すので空間体験の分析に必要である。副詞 B（平仮名の

副詞）も同様の理由で含める。否定助動詞は，否定を表す助動詞の

ことで特に「見えない」という表現が多かったが，「見えない」こと

は空間体験の分析に必要であるので含める。分析に使用する単語は，

各体験ナラティブの中での出現数が２回以上のものとする。これは，

出現数が１の単語はグルーピングする際に重要ではなく，出現数が

２の単語の中に身体性を表し空間体験に重要と思われる単語（「振り

返る」など）が含まれていたからである。Jaccard 係数（一つの事

例に含まれる語の数が少なく，それぞれの語が一文書中にしか現れ

ない場合に有効で，例えば，語 A と語 B のどちらも含まない事例が

多くあったとして，それによって無意味に A，B の係数が大きくな

らないという性質がある）を特徴間の距離とみなし，体験ナラティ

ブをクラスタリングする（Ward 法を用いる）。 
手順１で示した西芳寺①を例に体験ナラティブに現れる語を抽出

すると，「外側」「木々」「階段」「半島」「空間」「視界」「方向」「開

放」「直角」「見る」「進む」「得る」「下りる」「向く」「向ける」「遮

る」「折れる」「覆う」「良い」「ある」「なる」「これから」「池」「道」

「下」の全部 25 語となる。表３に示す 31 ヶ所の体験ナラティブに

現れる語は全部で 238 語となる（表１）。西芳寺①の特徴を表すベ

クトルは，上記の 25 次元で 1 を要素に持ち、残りの 213 次元で 0
を要素に持つ。体験ナラティブごとに，語の出現回数を要素とする

238 次元のベクトルを構成し，体験の特徴を表すデータとみなし，

jaccard 係数を用いて類似度を測る。 

 
図１ 図式の見方 

 
表２ 体験ナラティブの特徴づけに用いた 238 語 

名詞 下方 山 形容詞 動詞 惹く
木々 後ろ 隣 明るい 進む 出る
空間 向き 延 高い 見える 植える
視界 周り 角 暗い 見る 伸びる
階段 書院 丘 低い 得る 生える
建物 上空 枝 大きい 上る 生まれる
右側 石庭 次 良い 向く 盛り上がる
左側 太陽 松 細い 曲がる 折る
正面 直前 色 少ない 覆う 迫る
前方 内側 石 多い 下りる 落ち着く

安らぎ 日当たり 先 丸い 感じる 流れる
視線 背景 段 広い 遮る 外れる
場所 池 庭 赤い 着く 曲げる
方向 植栽 南 形容詞B 渡る 近づく
東屋 中島 サ変名詞 ない 行く 見上げる
部分 小川 カーブ いい 現れる 見渡せる
景色 日の光 開放 よい 向ける 降り注ぐ
外側 名詞B 高揚 形容動詞 近づく 使う
手前 まわり 蛇行 直角 驚く 終わる
上部 名詞C 閉鎖 緩やか 差し込む 植わる

テンポ 道 満足 自然 折れる 振り向く
回廊 左 圧迫 神聖 入る 振り返る
段差 奥 接近 丁寧 開ける 生い茂る
地面 右 建築 変 続く 占める

飛び石 橋 紅葉 副詞 囲む 眺める
両側 川 移動 少し 変わる 聞こえる
右前 目 達成 再び 来る 歩く

心字池 塀 注意 最も 刈り込む 動詞B
半島 上 安心 段々と 挟む ある
方丈 島 持続 一度 消える なる
本堂 横 一望 副詞B 照らす する

木漏れ日 体 反射 やや 離れる いく
垣根 背 反対 すぐ 囲う できる
驚き 影 分岐 そのまま 見渡す いる
隙間 下 副詞可能 だんだんと 広がる なくなる
最初 首 前 ほぼ 持つ くぐる
自分 木 一部 これから 受ける みる
斜め 音 全体 さっき 登る ずれる
樹木 水 一番 さらに 引く 否定助動詞
水面 滝 近く だんだんと 沿う ない
日陰 門 今 まず 開く ぬ
屋根 光 多く やがて 向かう

注 網掛けは身体動作を示すと考える動詞である。 
 

手順 3: 空間体験の核図式の作成 
核図式は同じグループに属する空間体験に共通する体験主体と空

間の関係を示す図式である。手順２の操作によって同一クラスター

に属する図式に一致する要素を核図式の要素とする（図２）。ここで，

明暗（図式上のアミの有無）が異なることは薄いアミによって示す。

また，視界を遮るものに部分的か全体的かの違いがあるときは部分

的遮蔽を共通要素とする。 
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The objective of this study is to represent the characteristic of the experience of space, such as a building or a 

garden, by the graphical expression of the schema framing the space. Particularly, we pay attention to the relations 
between the space and the person who experience there. The extracted characteristic of the experience of space 
would be able to be applied to new space design. And, we should be able to understand and explain the experience 
of space by the schema. This paper proposes a method of schematizing the characteristic of the experience of space 
and the schemata that are extracted from the experiences of the cozy garden sequence by using this method. 

The outline of the method of schematizing is following: First, we experience some place, take steal and motion 
pictures that represent our special experience, and make narratives describing what we feel there and how the 
relations among our body as well as mind and the significant elements organizing the space. We extract a schema 
from the sentences composing the narratives (procedure 1). Then we group the schema of individual space 
experience with respect to the similarity of the sentences, i.e., the number of the words appeared in sentences 
(procedure 2). Extract the elements of the schema which are common to every group (call this kind of schema as 
nuclear schema ); (procedure 3). Finally, we examine the effectiveness of the nuclear schema. This method 

involves the following research question. 
Procedure 1: How to describe schemas expression of the space experience? 
Procedure 2: How to group the space experience? 
Procedure 3: How to make nuclear schemas? 
The following results were obtained: First, we experienced 9 gardens, and made 31 narratives and as many 

schemata. Then we grouped the schemata and made 30 nuclear schemata. Finally, we found that the nuclear 
schemata made us understand and explain the places easily.  

In conclusion, we represented the characteristic of the experience of space as a nuclear schema and ascertained 
the effectiveness of the nuclear schema 
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